
ア 地域枠医師の配置等について
（イ）令和５年度以降の対応について
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＜承認事項＞
医師偏在指標に基づき、県として特に医師派遣を行うべき地域（二次医療圏）を決定した。

県央、県西及び湘南東部地域（医師偏在指標上、少数でも多数でもない区域）
（相模原、湘南西部、横須賀・三浦地域（全国数値を下回る）についても留意していくこととなった。）
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270.9医師偏在指標（二次医療圏）

全国 239.8
神奈川県 230.9（順位26位）

川崎南部
311.3

（令和2年2月 医師偏在指標に係るデータ集より作成）
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第１回医療対策協議会の振り返り

多数区域（上位33.3％）

医師少数でも多数でもない区域

少数区域（下位33.3％）

第１回神奈川県医療対策協議会
資料２ 医師派遣を行う地域について

多数区域・全国数値を下回る



①キャリアコーディネーターの配置

②キャリア形成プログラムの見直し

県の政策方針、大学医局の方針、地域枠医師の意向を調整し、各ステークホル
ダーの要望を踏まえ、派遣計画を企画・立案（地域枠医師のキャリア形成支援）

大学 地域枠医師

県

地域における医師不足や地域偏在の解消と、専門医の取得といった医師能力の
開発・向上の２つを目的として、診療科別に義務年限中の就業先となる医療機関
や研修過程等を規定する計画

医師派遣を効果的に行っていく上で今後必要なこと
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① キャリアコーディネーターの配置



キャリアコーディネーターの概要

主な業務内容

① 対象医師の就業場所、就業状況等の要望聴取（個人面談）

② 大学等の研修プログラム責任者等と都道府県と対象医師の要望を

調整した派遣計画の検討

③ 病院見学会や勉強会の補助

④ キャリア形成卒前支援プラン（R5～）の運営補助 等

求められる人
物像

① 地域医療支援センターの医師等、学生の教育課程や医師の研修等に
十分な見識がある者(大学が複数の場合は、複数人の配置が望まれる)

② 長期間（10年～15年程度）に渡り、対象医師及び学生との信頼関係
の構築や大学等との調整ができることが望ましい

4
「キャリア形成プログラム運用指針の改正について」抜粋

国指針により、キャリアコーディネーターに求められる業務内容と人物像が示された。



キャリアコーディネーターの役割・効果について
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（１）CCの役割

時期

在学中 卒後（義務年限期間（９年））

キャリア卒前支援プラン キャリア形成プログラム

１年～６年 １年～２年 ３年～５年 ６年～９年

学生 臨床研修 専門研修 地域医療実践

業務内容

・キャリアに関する日常的な相談・定例的な面談業務
・医師不足医療機関等の状況の把握
・医師を受け入れる医不足病院に対して、医師が意欲をもって着任できる環境整備への指導・助言

・病院見学会の実施・補助

・対象医師の就業場所等の要望や就業開始後の状況・要望の聴取

・大学等の研修プログラム責任者等と都道府県と対象医師の要望を調整した派遣
計画の検討

（２）CCの効果
学生・医師が日常的に相談できる
環境の整備

⾧期的な信頼関係の構築

学生・医師のニーズに応じた、研
鑽の機会の提供 医療（医師）の質・専門性の向上

病院見学会、不足診療科の普及・
啓発（卒前支援プラン） 等

地域医療・不足診療科への
意識の涵養

地域枠の離脱防止
（継続的な就労の実現）

医師偏在の解消

各大学の方針・医師の要望・県の
政策方針等の調整

医師不足地域への派遣
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② キャリア形成プログラムの見直し
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〇 医師不足地域の医師の確保と、医師不足地域に派遣される医師の能力開発及び向上を図ることが目的

〇 適用を受ける医師は、一定の期間にわたり、診療領域等の定められた条件（コース）に従い、原則として
当該都道府県内の医療提供施設で従事。

〇 都道府県は、大学や臨床研修・専門研修責任者等とともに、養成課程や研修課程等を支援する計画を検討す
ることとし、地域医療対策協議会において協議の調った事項に基づき、策定する。（対象医師の意見を聴取 ）

〔プログラムの概要〕

① 地域枠で入学し、卒業した医師（横浜市立大学、聖マリアンナ医科大学、北里大学及び東海大学）
② 従事要件がある地元出身者枠で入学し、卒業した医師
③ 自治医科大学を卒業した医師
④ その他キャリア形成プログラムの適用について同意した医師

〇 都道府県は、キャリア形成プログラムが対象医師の希望に対応したものとなるよう努めなければならない。
〇 このため、個々の対象医師の希望に対応可能となるよう、診療領域や就業先となる医療機関等の種別ごとに、
複数のコースを設ける。（地域の診療所等に派遣中も専門医取得が可能なコース、大学院進学、海外留学コースなど）

〇 コースにおいて、取得可能な専門医等の資格や修得可能な知識・技術を明示することとする。
〇 また、基幹施設・連携施設における専門研修の期間等、専門医の研修プログラムと整合性に留意。

〔プログラムの対象者〕

〔プログラムのコース〕

キャリア形成プログラムについて（キャリア形成プログラム運用指針より抜粋）
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卒後年 １～２年目 ３～５年目 ６～９年目

内容 臨床研修 専門研修 地域医療実践

選択可
能病院 県内５９病院

県内６１病院
（基幹施設）

医師不足病院（※）へ派遣
※ 地域枠医師の受入要望のある病院を記載
※ 実施的に地域枠医師希望のまま決定

現行のキャリア形成プログラム

希望する医療機関を選
択し、臨床研修を履修

基本的診療能力の
獲得のため、専門医
の取得を推奨

専門研修基幹施設の
プログラムを履修し、
県内医療機関に配置

派遣受入希望医療機関リストから従事
したい医療機関を選択
（原則２年の継続勤務（延⾧も可能）

地域枠医師の志望理由を尊重し、
医療対策協議会において派遣先の
承認手続きを行う。

①
医
療
機
関
の
リ
ス
ト
化
の
み
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
さ
れ
て
い
な
い

課 題

②
相
対
的
に
医
師
が
不
足
す
る
地
域
に
医
師
を
派
遣
で
き
て
い
な
い
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今後のキャリア形成プログラムの方針（案）（令和６年度から適用）

（例）地域医療重視

〇 養成課程や研修課程等に配慮しつつ、地域医療への従事、専門領域についてのキャ
リア形成が図れるよう、円滑に推進できるプログラムであることが望ましい。

年数 ２年間 ３年間 義務履行状況により変動

内容 臨床研修 専門研修 地域医療実践
選択可能
病院

県内５９病院 ３年間も義務年限に含む
相対的医師不足地域の病院へ派遣
従事可能な医療機関の要件も県で設定
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今後のスケジュール

R4 R5 R6

11月 12月 １月 ２月 ３月 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月

キャリアコーディネーター
（cc）

地域枠のキャリア形成プログラ
ム

自治医大のキャリア形成プログ
ラム

キャリ形成プログラム見直しに
向けた説明会

・・医療対策協議会

キャリ
形成プ
ログラ
ム改訂
版
適用
開始

第
１
回

４大学と
調整

承
認

対象医師への説明会

承
認

第
２

回
（
12
月
20
日
）

第
３

回
（

２

月
下
旬
予
定）

【依頼内容（12～３月）】
・キャリア形成プログラムの改正に係る意見交換会
（月１～２回、計６回程度）

第
２

回

【依頼内容（年間）】
・相談・面談業務
・キャリア形成の具体化に資するイベント運営
・卒業後のキャリアモデルの作成
・地域枠医師の派遣調整

◆キャリア形成プログラムの改正作業
◆４大学と調整
◆自治医科大学と調整
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説明は以上です。


